コロナ密閉式石油ストーブ 
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1. 特にを意しでしがだきたいことほミのために必ずお守りくださし、) 


この取扱説明書および製品への表示では、製品をままに正しくお使いいただぎ、あなたや他の人々への危害や財産 
への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしでいます。その表示と意巧は;欠のよラになつでいます。 
巧容をよく理稱しでから本文をお読みください。 
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告 (WARNING) 


ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発' I まの高いミ巧は、絶巧 
に使用しないでください。 

参乂災の原因になります。 

スプレー 吿厳禁 

スプレー定や力たットこん 
ろ巧ボンベなどを温風のあ 
たるところに放置しないで 
て三'^し、 

熱で生の圧力び上びり、爆 g / f\u 
発しで危険です。 


働 

霸 


給排気筒（管、ホース）外れ危険 


給排気筒（管、ホース）びが 
れたまま使巧しないで < ださい。 
外れでいると運乾中に排ガス 
び室のにちれで、辰険です。 


0 


給排気筒トップには金網などは巧けない 


巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使巧し 
ないで < ださい。 

巧類び慧下しで乂びつさ、 
义災の原因になります。 


巧 



給排気筒トップ閱そく危険 

給排気筒トツプの园りび雪でふ 
さびれたままで使用しないでく ^ 

ださい。ふさびれでいるときは、厂つ [ 
餘雪しで < ださい。 °」 

また、板などしよる「雪圓レ」- 
は給排気の妨げになるのでおや 
めください。 

閉そくしでいると運範中に排ガ 
スび室内にちれで、危候です。 


0 



給排気筒トップには、虫よけ 
のための金網などは付けない 
でください。 

給排気の游げにな0、異常燃 
焼を起こし排ガスび室巧に漏 
れる巧能性びあり危険です。 


温風吹出□をふさがない 

ストーブの前に干し物を掛け 
たり、カーテンなどで背面の 
空気取入□びふさびれ 
ると、あ体び過熱しで、 ぶと 
操作部び変おしたりや117謂/ 
けどや故障-破損する 
など大変を挨です。 \ 


巧類、紙などで温風吹出□や 
空気取入□をみさびないでく 
ださい。 

巧類、紙などでふさぐと、冥 
常燃焼や火災の原因になります。 


0 


0 




0 











1• 特に注意しでいただきたいことほきのために必ずお守りください) 



定期点検の実施 

定期的 （2 年に1回程度）に 
点検-整備を受けでください< 
点検を受けすに長期間使巧 
し続けると、故障や事故の 
原因になり危険です。点検， 
整備はお買い求めの販売店 
や資稽着のいる店に依頼し 
でください。 


告 (WARNING) 


〇 



ご自身での据え付け • 

移設工事の厳禁 


0 


お客さまご自身によるエ 
事は危険です。 

据之巧け工事は販売店や 
専門業者にご依頼ください£ 
(ストーブを移設させる場 
合を同じです。） 


、でをるよね*? 


m 


注意に AUTION) 


カーテン 


カーテンや燃えやすいちの 
を近づけないでください。 
乂災か f 発生するおそれがあ 
りまず。 

可燃物との離隔距離じつい 
では標準据え巧け図例に6 
ぺージ）を参照しでください, 


可燃物近接禁止^ 

やすいちの 

為嶺 k /(f/f 

s 端 

.7=^/ ドゴい しゾ I I 


給油時消乂 

給ミ由は、必す消乂し 
でからおこなつでく 
ださし、 

乂災のおそれびあり 
ます。 


高温部接触禁止 

燃焼巧や消义直後は、高 
温部（ス I -ーブ前面や粹 
上部前面など)、給排気筒 
トツプにまなどふれない 
でください。やけどのお 
それびあります。 



I 



細 / 


腰をかけたり、物をのせないで 


機器の上にのったり、腰をかけたりしな 
いでください。機器の故障ややけどのお 
それびあります。 

機器の上に巧びんや水を入れたちのなど 
を置かないでください。水か力、かると漏 
電や故障のおそれびあります。 


0 


異常時使用禁止 

万一異常を感じたとぎは、 
使用しないでください。 

異常燃焼のおそれが'あります。 


油漏れ確認 



ミをタンク- 3' ム製送ミ由管 -V 
接含部および機器などから 
のな'屈漏れびないことを確寻金5 
認の上ご使用ください。 > 

なミおび漏れでいると乂災の / 

おそれびあります。 ' 


湿風に直接あた5ない 

温風し直接長時間あたりな グ 
! 、でぐドさし\ 卜 

お温やけどや脱水症がにな " 
るおそれびあります。 しミ 


分解修理の禁止 

故障、破損したら、使巧し 
ないでください。 

不完をな修理は、危険です。 


漏れを 
、 確認^ 


0 


〇 





0 




純 



改造使用の禁止 

改造しで使巧しないでください。 

また、ストーブや給排気筒には巧暖房用 
の熱交換器などを取0巧けないでください< 
乂災や排ガスび室內にちれる原因となり 
危険です。 


0 


2 





1. 特にを意しでいただきたいこと(まをのために必ずお守 0 ください) 


八注意 ( CAUTION ) 


電源コードを傷めない 電源プラグは確実に差しこむ 



0 


電源コードに無理な力を舶えたり、物をのせたり 
しないでください。 

また、電源プラグをおくときは、コードを持つで 
引ぎ抜かないでください。 

义災や感電の原因になります。 

長期間使用しないとをは 
電源プラグを抜く 

長期間使巧しないとき又は保管すると 
きは、必す電源プラグをコンじントか 
らおいでください。 

义災や予想しない事故の原因になります。 


口油の保管 

な油は、乂気、雨か、ごみ、局温およ 
び直射曰光を避けた場所に保管しでく 
ださい。ガソリンなどといつしよに保 
管しないで < ださい。 

誤って使巧すると異常燃焼や火災のお 
それびあります。 


フィルタをはずしての運転禁止 

巧流巧送風機のフィルタをはすしたが / r \ 
態で運乾しますと、カーテンなどを巻 iNJ 
さこんで乂災になるおそれびあります。 

また手などふれるとけびをするおそれ 
びあります。 


電源の接続 

電源は適正配線された単相100 V のコ 
ンたントが外は使巧しないでくださし、。 
発熱-発义の原因になります。 

電源コードは、途中で接続したり延長 
コードの使活-他の電気器具とのタコ 
足配線をしないでください。 

発熱-発义の原因じなります。 


0 



電源プラグはコンじントに根元まで確実に達しこ 
んでください。 

また、傷んだブラヴやゆるんだコンたントは使巧 
しないでください。 

火災の原因になります。 

めれたまでの抜ぎ差しはしないでください。 
感電の原因になります。 

電源プラグのお手入れをずる 

ときどきは電源プラグをおき、ほこり 
及び金属物を除去しでください。 

ほこりびたまると湿気などで絶縁不良 
じなり火災の原因になります。 


変質な油禁止 

変質巧油、不純巧な（巧れたな油、か 
の混じっているな油など）を使巧しな 
いでください。 

異常燃焼や故障のおそれか‘あります。 

指や棒を入れないで 

温風吹出□や空気取入□などに指や異 
物を入れないでください。 

ケガや义災の原因になります。 


0 


0 


初めてお使いになるときの注意 

初めでお使いになるとさは、耐熱塗料 ^ 
などび焼き付くまで煙と臭いび出ます 。繼 
しばらくの間、窓をあけで部屋の換気 ^ 
をおこなつで < ださい。 

また、ル鳥やル動物などに影響する場 
さび考えられますので、この間は、部 
屋に入れないでください。 


給排気筒付近の可燃物近接禁止 

給排気筒トップの近くに、巧ミをや司■燃物など引乂のおそれ 
のあるちのを置かないでください。 

火がのおそれびあります。 





1• 特に注意しでいただきたいこと(安きのために必ずお守りください) 


お願い (NcrncE) 

機器を廃棄ずるとをのを意 

ス1■''ーブを廃棄処分するときは、定ミを面器のな 
油を抜き取つでください。 （19 ぺージ） 

なミを力*入つたまま廃棄するとリサイクルの隙に 
思わめ事故になるおそれがあります。 

丈了油の廃棄 

なミ由の廃棄処分は、な巧をお買いホめになった 
販売店にご相談ください。 

— - -- - - - - 


2•使用する場所 


ス I -ーブを安をに使巧するためには、場所の選定が'大切です。 




参マントルピースなど(こ据え付ける場合は、標準据え巧け例 
にしたがつでください。に6〜27ぺージ参照） 

•標高び1500 m が上の場所では使用しないでください。（空 
気の濃度び薄いため、燃焼に必要な空気び不足します。） 
高地で使用される場合は調藝び必要です。（詳しくは、工事 
説明書 r 高地または延長給排気で使巧の揚含をご覧くだ 
さい。） 



•温室、飼胃室、乾燥室などでは絶対使用しないでください。 
参温室、飼育室など、動植物の育成裁培(こ使巧しないでくだ 
さい。 


■ _巧栗的に使用するために ■ 


窓の下や壁面に 設置 

♦外気に接する窓の下や壁面に置くと、ち気びストーブで暖められ、 
温風としでが流しますので効果的です。 

参出入□など人の通るところは、ぶつかると危睽ですので避けでく 
ださい。 

参部屋の保温を工夫し、部屋の温度の調節を/むか*けましょラ。 



温風の流れをさまたけないでください 

♦ 忆注罰 温風吹出し□の前面に障害物を置かないでください。 
障害物びあると部屋の溫度にむらびできるばかりでなく ス I ブ 
本体の温度が'上昇しで危険です。 


•温風吹出し□側の空間を広くとれる場巧を選んでください。 






















■表巧部の表巧内容 


>通常の運乾操作 （ 「点乂 J ‘ r 消义」‘「タイ7-じツト」）をおこなラと、表示部に文き 
( "点乂します"’"消乂します"’"表示時刻に運乾します"）で操作状態をお知らせします。 


運輯スイツま 


• 押す ( JL ) と運乾(点义)しまず。 （ ピッ音） 
• ちう一度巧す ( A ) と消火します。 

ヴプッ音) 


宿义表示(赤) 

•運輯スイツチを押しで「入」 （1) にし 
たとさまたはたーブ消乂をに再,項乂す 
る際に点なし、運乾(点义）します。 
•着火確認を消なします。 


燃焼羡示(ホ） 


•着乂確認後点のします。 

• 現を燃焼中の乂力の大きさを表示しま 
す。 


バ設定き温表示(青） 


• 室温設定ボタンで設定した室温をデジ 
タル表示します。 

•ストーブにトラブルび発をすると、卜 
ラブ J レのが態か’記号表示（自己診斷モ 
二夕）されます。 


クイマー表示(青） 

夕 " If マ巧疆弦表示ランプ(赤) 


• タイ7—運輯中は点なします。 

• タイスー運乾停止中は消なします。 




ーヴ消义案示(青) 



点义します 
==燃焼中 

— 廊 — M — 

じーブ消火中 
消义しまず 
^ P 定室温 

ごじで 

表巧時刻に 
運輯します 

午前午後 


!を！] a 




普題力 



• t - ブ運範中に室温び設定温度より約 
3 で上昇すると点灯し消火します。 

• 室温び設定温度にまで下びると消灯し 
点义動作を始めまず。 


消义表示(青） 


•運輯スイツチを巧しで「切) J ( i ) にす 
ると点灯し消乂します。 

• 燃焼室か’ち却すると消なします。 


時刻表示(青） 


• 通常は現在時刻を表示します。 

• タイ7—運輯時はタイ7—たット時刻 
を表示します。 


時計動た1)ロン(責） 


• 現在時刻を表示しでいるとぎは点滅し 

ァ f 、ずす 

• タイマーじツト時刻を表示しでいると 
きは消なしまず。 


待機時省驾力奉示赛ンプ(緑） 


•營電カスイッチを「皆電カモード J に 
したとき、点なします。 

• 運範厚止時に消費電力が節約されでい 
ることを表示します。 


3^ブ運提表示ランプ(綠) 


•たーブ運範中は点なし、解除すると消 
なしまず。 

• 室温設定を1〇で （ F 点設定）にすると 
自動のにじーブ運處になり点なします。 


■表巧部の巧るさ調節 

参時計調節スイツチを「僮常_!に含ねせで「時 J ボタンを}甲しなびら「分 J ボタンを巧すこと 
により、表示部の明るさを2段階に調節することか'出来まず。 























































ウイングポケツトの開閉 

>ウイングポクツトを軽く押しこむと、ゆつ 
くりおできます。操作後軽く押しちどすと 
□ックしで止まります。 


纏 


ザ-^争.帮.■.•こ，…'"'、^•が军*^迄* 


■操作音についで 

参操作ボタンを}甲すとブザー音がします。 
•誤操作をするとピピッ音びします。 


?识こ.室温設定ボタゾ^; 


r 平巧满:雌;带無ホが.黑媒 

K-： 嫌:かホが ホ满•ホ;端;ホ* 

ぞ.ホちホ.糸を: jfe を:,も.ぶぶ 


• 乂力調節つまみを r 白動 J にするとル 
ームサーモによる室温設定に9〜15で、 
10 ‘C ( F 点設定)〕びでさます。 

• 「高め卜•設定温度を1でずつ上昇(ピッ音） 

• 「做か…設定温度を rc ずつお下ヴッ音） 































4 •使用前の準備 



燃料は必すな油 （ JIS 1 号な油）を使用しで<ださい。 

» |^警告| ガソリンなどの揮発性の高い;巧は、义災の原因になりますので絶巧に使用しないでください。 
参 を意 I 変質ロミ由、ちれたな';巧、水の混じっている巧巧などは、絶巧に使巧しないでください。 

参|心ま意]'な;巧は、必す义気’雨水*ごみ’高温および直 I す曰光をさけた場所に保管しでください。 


0 


'な油とガソリンの見分けかた 


ます。 



な巧は 
めれたまま 



ガソリンは 
すぐ乾< 


if 変質巧油•す純な油とは…… 

巧シーブンよ 

長期間曰巧に 

容器のふたび 

り持ち越しの 

あたる巧やお 

開けで友ったり、 

な巧 

度の高い巧に 

乳白色のポリ 


保营したな巧 

容器で保管し 

0 

0 

たな巧ィ -V 
0 



、ぶ" 膨 J 


水-ごみやな 
'ぶながの油び 
ほんのねすか 
でち混入した 
の巧 



♦極度に変質したち 
のは、黄色味びか 
つたり、すつばい 
においがします。 

参必す灯ミを巧のボリ 
タンクをお使いく 
ださい。 

♦巧巧はシーズン中 
に使いぎりましよラ。 


■密質な油や不純な油を使用ずると… 

参ミ宙の程度にちよりますか’、燃焼不良をおこしたり、ストーブの損傷を旱め、故障の原因になりまず。 

参水やごみが送ミを経路に流れこみ、燃焼不良や着火不良の原因になります。 

■万一変質な油やす純な油を使箱したとまは••‘ 

参お貢い求めの販売店または、お近くのコ□ナお客様ご相談窓□にご連絡ください。 

V_ ) 


た注意1•変質なミを、不綿な'ぶか’原因で修理を依頼されたとぎは、保証期間中でち保証の巧を外となり 
ます。 

•変質の迪の処理でお函りの巧合は、巧油をお買い求めの販売巧にご相談ください。 



■給巧の瞧のま順と注意 



給油器具 


給巧□ふた 
ミを量計 

送油バルブ 
水グージ 
か巧ぎバルブ 


参送ミ由バルブを閱じで給ミを□ふたをはずし市販の給油器具 
でなミ由を給ミ由しでください。 

ミを量計の針び「満」をさしたら給猫をやめでください。 
♦給;巧□ふたを必すをとどおりに締めでください。 
•給油の隱に、か、ごみなどを入れないよラ特にを意して 
ください。 


■給油□ふたは、巧実に締めてください。 
■こぼれたな5巧はよくみきとってください。 











4 •使用前の華備 


■燃料がれの注意と空気巧ぎの方法 

油タンクを空にしないよラにま意しでください。 

ミをタンクをいったん空にしますと、送ミ由経路のに空気かすこまり、正常に送ミ由が'できなくなるこ 
とびあります。このよラな場合じは;欠の順原で空気抜きをしでください。 



1. ミ由タンクに給ミをします。 

2. ストーブのゴム管□から、コ'厶製送ミ由管をはずします。 

3. ゴム製送油管から油び連続しで流れ化ることを確かめで 
からゴム製送油管をもとどおり(こストーブじ取り付けま 
す。（ミ由びこぼれないように容器を用意しでください。） 


運弦開始前の準備と確認 


■まを装置のたット、取扱上のを意 


古ふ ん：心 . ，.： ...... :，..乎 

議翻歷 iiwiilii; 


初めで使用するときやシーズン初めには、ス I -ーブ正面ち下の定'油面器リじツトボタンを押し 
でください。 



ボタンレ赤色) 


•ストーブ'正面ち下の窓から見える定油面器リわツトボタン（ホ 
色）を下へ押しでください。 


^•リだットボタシは据えげ削寺やシースン规がに操作しますが 
定ミ由面器に強い衝撃をちそたり異常か> あったとぎが外は、 

- ::特に操おする必要はおりま增ん。:あ戸‘、療災操作後なミ巧び‘ 
:::法ずだモ；岁骄ン巨苦が轰宗きがるようお揚浸はりたろ‘ 

が•ぶ"ザ！：ザ.::•.•て.-で•ぶ！た.，•ヴ，：ザ-号;.•:， T が I 巧卜3.ザザ；.を*;:.:化-占；•甲 • .ぞ::み 没:•が.:？ を-す’ぞ.で':.'''^..'、 が： U :: が：ぶ.- •> ■，.お .X •が • -VV ス:•：ぞが.な：：を：.:をぞ: • * ッ：：:"み、 .： 。が、;..去 ； 

ドボタンをがしぞくだぎい。’按きおがはすれ、なミ由びス 

t . 、 ブ ■ : ’’’J. マ : : W 、- . « : :. .ご. .み... >. よ 卜 .：扣み...;；. . y . i .. iK るぞ： 、.....ふ....、.、. を夕ち 

' ム^乂(レ流れホ齋 j ;店；;1ぃ—.：。心;ぶ:..！；,''‘:;： i . r ; i : ::; u ミ' i ; 

参りたットボタンな乱暴にあったり;巧したままめが態亿ば‘ 
絶效にしないでくだ送し、。 . ："：：'■■：；：： ..... 


■送巧経あの油をれの確認 

♦ミ由タンクや送油管の接含部などからミ由ちれびないかどラか確認しでください。 


■電気配線のお認 

• ミま意 I 電源プラヴをコンたントに根元まで確実に差しこんでください。 

•電源コードび給排気筒などの高温部にふれるおそれのないことを確認しでくださし、。 


引ご注罰 こ電總ブ黄集 agtai 画^与凳縣瞭鎌»隐品豐 H : 

i. ♦ 電源ば必ず適正配線されたを相 ‘ 1 . 0 OM のコン iz ントを使巧しでくだまい 。**、../., 

;< ♦ 電源コードは S 途中で接繞した . り延長 3 •: ドの使南 ; ；他お電気舉舅との夕 3 虽醉線を . U がい ; でろちさい C 












5 .使用方法（使い方) 


運お開始 (点义) 


参ウイングポケット内の义力調節つまみで「自動運藍」と「ま動遷転 J が'設定できます。 
ご希望の運乾ち法でご使巧ください。 


点乂順序 



■义力調節 r 自動運乾 j の場を 



义力調節つまみを r 自動 J にさねせる 

参ルームサーモ【こよる自動選輯となり、設定窒溫(こ自動調節されます。 

^ルー厶サーモは、でさるだけ部屋の温廈を代表でぎる^| 

I 位置に取り付けでください。 / 

運乾スイッチを巧して r 入"こする 

参 「点乂します j と「設定室温」び表示されます。 

参ず熱び完3すると自動点义し、表示び I ■燃焼中"こ変わると温風び出ます。 

♦着乂時、放電音と同時に着乂音を発することびあります i 
び、異常ではありません。 I 

•点火操作から放電（着义）まで、室温によりず熱時間び^ 
多か変化しますび、約2分かかりまず。 * 

•着火後温風び出始めます。 

^ 参 運転スイッチを[入 J にしたとき、タイマー表示樣示！ 
時刻に運輕します J び点なずる場含は、タイマー運輯と^ 
なりますのでタイマーじットボタンを押しでタイマー運 
■ 転を解除しでください。 


■义力調節 r 手動運乾 j の場さ 



义力調節つまみを r 微か J から r 大 J の 
間のご覆望の位置にさねせる 


運乾スイツチを巧しで r 入 J にする 

♦「点义します」が表示されます。 

♦ず熱び完3すると自動点乂し、表示び r 燃焼中」に変ねると 
温風び出ます。 

•乂力調節つまみの設定乂力で燃焼します。 


mm 











ウイングポクット内の乂力調節つまみを[自動」に含わせると、ルー厶サーモによる自動運輯となり、設定 
室温に自動調節されます。表示部に設定室温 （22 で）び表示されますので次のように調節しでください。 



参室温設定ボタン「高め J を}甲すたびに1で上昇します。 
(上限29で） 

• 「低め J を押すたびに巧でまでは1でずつ下が'り、15で 
からはいきなり10で （ F 点設定）となります。 

♦1()で設定の場含は自動的に它ーフ''運乾表示ランプが'点な 
し、たーフ'運乾となります。 

設定室温を 15’ CJ ^ 上に上げると t ーフ''運輯表示ラン、 
'^プび消え、たーブ運転び自動的に解除されます 。 ) 


ス I ブ乂力調節「自動」運輯時に、微か乂力でち室温力 《 設定室温より上昇する場合、設定室 
温より約3で上昇すると自動的に消乂し、設定室温まで下びると点乂動作に入ります。これを 
くり返すことによりむだな部屋のあたため過ぎを防ぎます。 




参室温設定ボタンにより希望の室温設定を、 t — ブ運転ボ 
タンを巧しでください。 

t ーブ運輕表示ランプカす点なし、 t - ブ運転となります。 
参たーフ'運輯ボタンを再度巧すことによりじーフ''運転表示 
ランプび消え、じーブ運輯解除となりまず。 


(ま動調節一ま動運乾) 


室温設定による自動運転の他に、义力調節つまみによる手動义力調節び巧能です。なのよラにしでください< 


•ウイングポクット内の乂力調節つまみを「微か」から「大」 
の間のご希望の位置に含わせでください。 

乂力調節つまみの設定乂力で燃焼します。 


■炎のが態 


ストーブの据え巧けや給排気筒の設置条件で、 
おはをか変化します。 

: ， ". ， - 甲 . 〜、 … 赠 W W . . . X w.,.w . ザ ' 一 …… 、、 ... • ， .…. ，、 . ザ ...、 ..W … . 

:•炎のが態は、青しぶの中(こいくらかの黄色い 
r ::炎（赤乂）が混じってち異常ではありませか。; 


正常燃 燒靈 if 

青い炎の中にかし黄色いおか’混じっている 













5 .使用巧法（使い方) 


運摩ち停止 (消义) 


消乂順序 


一つごマ•ザ、ごつドマ■巧Iジ. 



運乾スイツチを巧しで r 切 J にする 

•燃焼表示が'消なし、「消义します」か t 点なします。 

♦消乂後は本体内部が'を却するまで送風を継続し、約10分 
後に巧流巧送風機び停止します。 


♦ IZL を意 I 2曰な上まをあけるなど長期間使巧しない巧さは、運稳び完をに停让してから I 
巧おプラグをコンたントから巧いでください。 

•が出のときは、必す運転を停止（消乂）しでください。 

参運転停止後、燃焼室が席却（消义表示び消な）するまでは電源プラグを抜かないでくださ！ 
しちしおきますと、ストーブの表面温度び上昇します。 i 

t ... 


現在時刻の含わせ方 



1 . ウイングポクットのの時計調節スイッチを「時計合せ」 
にします。 

はじめで使用するときや、電源プラグを長時間あいたと 
きは、時刻表示は一: 一一•を表示しまず。 

2. 時計調節の「時」•「分」ボタンを押しで現在時刻を含ね 
せます。 


例：午前6時15分に合わせる場舍 

①「時 J ボタンを巧しで"午前6:00•"にします。③「分 J ボタンを押しで"午前6:15."にします。 



! 5 : 


1 JIJ . 



b : I •二し 



3.必す時計調節スイッチを「通常 ■! 位置にもどしでくださ 
い。 


•泌ず時計調節スイッチび「通常 ■! になっていることを確認しでください。 

♦30 妙 m 巧の停電であれば、再通電後ち現在時刻を表示しますので時刻合わせの必要はありま 
セん。それ]^上の停電で、時刻表示び一: -- •を表示したら時刻合わせをおこなっでくださし、。 





5 .使用方法（使い方) 


タイ7—の使用方法 


■運乾時刻のさわせ方 



1. ウインク'ポクット巧の時計調節スイッチを「タイマー含 
せ」にします。 

2. 時計調節の「時 J •「分」ボタンを}牢しでタイマー点乂時 
刻を合わせます。「分」は5分ごとに動きます。 


例：午前6時30分に合わせる場合 

①「時 J ボタンをがしで"午前6: 00" にします。②「分 J ボタンを巧しで"午前6: 30" にします。 


午前 5：30 


これでタイマーたツト時刻び記憶されました。 



時計ちせ 



3.必す時計調節スイッチを「適常 J 位置にちどしでくださ 
し、。これで時刻表示には現 S 時刻が'表示されます。 


■タイ7—運乾方法 



たツト 



1. 運転スイツチを押しで「入 J にしでください。 

(燃焼中の場含はそのままです。） 

2. 運乾するとさのご希望の室遍または、乂力(こ含わせでくださし、。 

3. タイマ ー t ツトボタンを押しでください。 

時刻表示にタイマーじツト時刻が'表示され、タイマー表 
示樣示時刻に運転します」び（燃焼中の場合は消乂表 
示「消乂します J ち）点なし、タイ7—運輯に入ります。 
タイマー還乾かは、タイマー運輯表示ランプカす;苗なします。 
( この時、巧流巧送風機び1〇分間運転します力^'異常で 
'ではありません。 ) 


♦タイマーじツト時刻になるまでは、時刻表示にタイマーたツト時刻とタイマー表示「表示時 
刻に運輯します： I 、タイ7-運乾表示ランプび表示され続けます。 

参燃焼をにタイマー 1 Z ツトボタンを巧すと、ストーフ''は自動消火し、運輯を停止します。 


•タイマ^違範は、運輯スイッチが.「入 J になつでいないと運龜が開始されません。；.: 
.•外お時なじ留守中に獨焼を開始ずるよラなタイスーたッ村ま、絶な(たしないでくださ (A 








5 •使用ち法（使い方) 


■タイマー運振の解除 



参タイマ—わツトボタンを巧します。 

タイマー表示が'消なし、時刻表示に現在時刻が'表示され 
(時計動たコ□ン点滅）、タイ7-運乾び解餘されます。 
•このままであれば点乂表示「点乂します」が点なし、目 
動的に運輯を開始します。選輯を停止する場ちは、運輯 
スイツチち「切」にしでください。 


■タイ7—たツト時刻-現在時刻のお認 

•タイマーじツト時刻の確認 

-時計調節スイッチを「タイ7—含せ」に含わせます。 



午前 


S ： 3tJ 


時計表示にタイ 7— iz ット時刻 
び表示されます。 


参現在時刻の確認 

•時計調節スイッチを[時計含せ」に合わせます< 



午を IU - 


: 30 . 


時計表示に現在時刻び表示され 
ます。 


>確認後、時計調節スイツチは、必ず I ■通常 J 位置にちどしでください, 


>普電でスイツチを「省電カモード J にたツトしでおくと、タイマー運範中および運範停止時 
に表示部を消なしで、消費電力を1 W に節約できます。 


■使用方る 



>「尝電カモード J じすると、省電カランプび点なし、自 
動的に表示部を消なします。（運転中のたットは、運輯 
停止後約2秒で表示部を消なします。） 

>表示部び消な中に、いずれかのボタン操作をおこなラと 
1分間表示部か>点なします。 


待機時省電カスイツチの使用方法 


pg 


待機時省電力 




5 .使用方法（使い方) 


自己診断モニタについで 


ストーブにトラ：7ルび発生すると、トラブルの力所び設定室温表示に記号表示（自己診断モニ 
夕）されまず。 

この場含記号表示の内容を、ス I ブ左側面に®刷された自己診断モニター覧表、または21〜22 
ページ「故障•異常の見分けちと処置ち法 J をご覧の上、必要な処置をしでください。 


〈白己診断モニター覧表〉 


モニタサイン 

異常が態 

化ット脯 

モニタサイン 

異常状態 

化ット滿 

E 1 

途中消乂 

■ 

EA 

燃焼用送風機異常検出 

1 

E 2 

不着 义 

EC 

ルームサーモ 短絡 

E 3 

対•震作動 

Ed 

巧流巧送風機異常検出 

E 4 

過熱防止装置作動 

EF 

空気サー S スタ温度異常 

E 5 

排気營抜け検知作動 

EH 

表示サ ー S スタ温度異常 

E 6 

ルームサー モ斷線 

EO 

機巧サーミスタ温度異常 

E 7 • E 9 

停電検出 

PI 


P 

販売店に連絕 

E 8 

疑似义お 

P 2 



P 3 

ポット異常過熱 

P 5 

薑板不良 


• U じット方法 

E . 運転スイッチをいったん「刷じし、再び「入 J にしでくださし、。 
P . 電源プラグをいったん抜き、30秒後に再び入れ直しでくださし、。 


使用上の注意 


本書の「特にを意しでいたださたいこと、安全のために必すお守りください J の他に、巧の項 
目についでち注意しでください。 

争クリーニング店、美容院などの化掌薬品を使ラところや温室、飼育室など、動植物の育成裁 
培に使巧しないで < ださい。 

•雷び発生したとき、雷（誘導雷）により一時的な過電狂が'かかっでち、過電圧防止装置が磯 
器を保護するしくみになっていますび、大きな雷（直撃霊など）の場さは、電ろ部品を損傷 
する恐れびありますので、電源プラグをコンじントから抜いでください。 


















6 •安を装置 


このス I ブにはなのよラな安を装置びついでいます。 

すべでの安全装置は、異常が'取り隙かれでち再度点乂操作をしなければ運輯は停止したままです。 


安全装置 

原因 • 作動結果 

処置ち法 

巧震白動消乂装置 
(I E 3 辰示） 

♦強い地震や衝撃を受けたとき 

ク 

- 自己診撒モニタ|と\91表示 
- 白動的に消乂 

•地震によって作動した場合、周 
囲の巧燃物、機器の損傷、ミあ漏 
れ、給排気筒のはすれなど異常 
か’ないことを確認しでから再点 
义しで < ださい。 

点乂安全装置 

燃焼制御装置 

(フレーム□ツド） 

/ HTTI 表示 . EJn 表示^ 

\ (途中消乂）（不着乂）ノ 

♦点乂 S スをしたとさ 
♦途中消乂をしたとさ 
♦炎び異常にルさいとき 

ク 

- 自己診敞モニタ L£_Ll 表示または 

1 Ec' 廣示 
- 自動のに消乂 

•日常の点検-ま入れ （18 〜20ぺ 
ージ参照）をしでから点乂操作 
をしでください。 

♦なおち異萬か’ある場合は、お買 
いなめの販売店にご相談くださ 
い。 

停電安全装置 

/rm 表爪序引表术、 

(30 砂上）^5砂]^上、 

\ 、30砂未満ノノ 

♦停電したとさ 

♦電源ブラヴか‘巧けたとぎ 

ク 

- 适電後自己診断モニタ LOJ 表示 
またはに S 1 表示 
- 自動のに消义 

• If 7 j の場合、時計などのじット 
をしでから、点义操作をしでく 
ださい。 

♦ I fS I の場含、通電後点义操作を 

• 電源プラグを確認しでください。 

過熱 防止 装置 
過隱止サ-モスタット95で 
サー モス タツ ト 155 ‘C 
( み ’ 表示） 

♦巧流用送風機のフィルタやスト 
—フの前面か > ふさか’つたとさ 
♦ストーブの前面に障害物などび 
あるとを 

ク 

- 白己診觸モニタ | PV | 表示 
- 自動のに消乂 

•お買い求めの販売店に 
頼しで下さい。 

/サーモスタツト：155て 
した場含は、リ它ツト 
を押しでください。 

I 修理を依 

: がた動\ 
、ボタン 


U たツトボタン 







7 •その他の装置 


装置の名称 

原因、作動結栗 

処置ち巧 

排気管おけ検知装置 
(1 巧度示） 

• 排気管の接続部びはすれたとさ 
♦排気管抜け検知巧リード線びは 
すれたり、脚線したとき 

_ r ~ i _ 

-自己診断モニタ1 fS 1表示 
•ストーブの運乾を停止 

• 給排気筒および排気管の接続部 
に、はすれ-ゆるみびないか確 
認しでください。 

•排気管掘寸検知巧リード線のゆ 
るみまたは、はすれ*のれびな 
い力\確認しでください。 

給が^^^排気管接続 □ 

V ：3 Wy " V - 一一[が気管巧け 

ねい， ^ 、— i 検巧历リード線 J 

燃焼巧送風機異常 
検出装置 
(1 が陵示） 

• 回輯数か> 異常に低下したとさ 
〇 

-自己診断モニタ19? 1表示 
•ストーフ''の運乾を停止 

♦ お買い求めの販売店に修理を依 
頼しで下さい。 

巧流用送風機異萬 
検出装置 
(1 lid 陵示） 

♦ 回輯数か’異常に低下したとぎ 

ク 

-自己診敞モニタ1らゴ1表示 
•ス 1 -ーブの運輯を停止 

♦お買い求めの販売店に修理を依 
頼しで下さい。 

過電流防止装置 
(表示部全消な） 

• 内部配線のシヨートにより過電 
流が流れたとき 

ク 

-電流ヒユーズびのれ、すべての 
運転を厚止 

• お買いホめの販売店に修理を依 
頼しでください。 

異常温度検知装置 
(機巧サー S スタ） 

(1 ' ぶ廣示） 

• フィルタやス 1 ブの前面びふ 
さびったとき 

♦ストー：7の前面に障害物などび 
あるとさ 

ク 

-自己診断モニタ1な?辰示 
-有動のに消义 

• 原因を取り除いでから点义操作 
をしで < ださい。 

•なおち1な7 1表示びおる場合は、 
お買い求めの販売店に修理を依 
頼しで下さい。 


•停電したときの再通電直後（店！]または臣置)表示）点乂操作をすると店因表示び出ることが' 
ありますび、これはス I ブの温度が~時のに上昇するためで、異常ではありません。4〜 
5分ち却した後に、点乂操作しでください。 










8 •曰常の点検-寺入れ 
f 点検、手入れのとさの注意 


点検•ま入れは消乂後、ストーフカ《十分ちえでから、必す電源プラグをコンじ 

ントから抜いでおこなつでください。 

- ■ - . •- . * * .'…- -... 一. .. .. .— . 、、一 

A ま意 1 電気部品の分链や巿販品との交換は絶巧にしないでください。 


点検、ま入れの必要項 S 、 時期、方法 


■周固の司[燃物（使用ごと） 

♦ I A ミち意 I ストーブの固囲は、常に涅理•掃おし、燃えやずいちのを屋かないでください。 

■ほこり•巧れ（使用ごと） 

•ほこりやちれをそのままにしでおきますと、ミをびしみたりしで危険です。 

ス I -ーブはいつち清潔にしでご使巧ください。 

■巧をれ•巧のたまり•巧のにじみ（使巧ごと） 

参置台-油タンクにミをちれ‘ミをのたまりやミをのにじみびないか、ときどき点検しでください。 
また、給ミをの際にこぼれた灯'逆はよくふきとつでください。 

•巧もれのある場ちは、お買い求めの販売店に修理を依頼しでください。 

■コム製送油管の点檢•巧巧の目ま（シ-ズンの巧め） 

• r ご注意 I ゴムお送'ぶ管は、巧で使巧しないでください。 

屋がでのを巧は禁止されでいまず。 

♦匡のでゴム製送ミ由管を使巧しでいるときは、膨潤、収縮、変質、変形、ひび割れびないか確 
認し、欠点のあるとさは交換しでください。 

交換の目安は、3をに一度です。 

■巧タンク（シーズンの巧め、適時） 

•ミをタンク巧はかやごみびたまりやすいちのです。給ミ由のとき、点検しでください。 

'进タンク巧のかおきおよび掃餘は、油タンク付属の取扱説明書に従っておこなってください。 


№9 




8 •曰常の点横-手入れ 


点検、手入れの必雲頂目、時期、ち法 


画給排気筒の接続部のゆるみ及びトツプの周囲(ちに 1 ◎程度) 


•給排気筒およびトップの局囲に障害物が置いでないか、ときどき点検しでください。 

参給排気筒びつまりますと、不完全燃焼をおこします。シーズン初めには必す点検し、くちび 
巣をつくったり異物か 7 V つたりしでいるとさは、必す掃炼しでください。 

•給排気筒および排気管の接続部びはずれたり、 


給排気筒 


排気管抜け検知)用リード線びはずれたり、斷 



(P40 4 種 D) 


線しでいないか点検しでください。 

参給排気筒を一度取りはずしで、再び取り巧け 
るとさ、排気管の接続部内部にはめこんであ 
る〇リ ングび破損しでいないか確かめでくだ 
さい。 


•破摸しでいた場鲁は、お買い求めの販売 
，店に交換を依頼しでください> 'ご 


■定油面器のストレーナの掃お (適時） (<ぉ買い巧めの販売店に依頼しでください。) 


•定ミ由面器には、ごみを餘くためのストレーナびついでいます。 

ごみびたまると、なミをの流れを妨げで、不着乂や途中消乂の原因となります。 
巧のよラに掃除しでください。 



1. ミ由タンクの送油バルブを閱じでください。 

2. ストレーナの掃陈□に荷ホしなどの層紙を差しこんで、 
姓ガイドを作り、その下に容器を置いでストレーナの 
止めねじをゆるめではずしでください。 

定油面器のちれたなミ由やごみび全部流れ出ます。 

3. ストレーナを取り化しで、きれいな灯油の中ですすぎ 
洗いをしでください。（水で洗わないでください。） 


i 組み立でるときは‘‘ ぃ、 … 

! •ミトレ^ナコ'ムパッ丰ンを忘れ婚ようにしでくだ 

い" ぶ古—:：—:- ••••が..：み巧 •巧•タミ さ,ぶ夕’ X .. . ' •パ • •:: .. ぶ . . •‘ ：••••••：：& ち.。. .... ■ ~ ! S •をを i .V •: 

d レ、 ク： .... ...... -：\：= "...... ぶ;!;.；.. 

. •ストレーナを逆に入れないでください。また、底 
; 部（黒色）び必す左横になるよ冥に取り巧けでく， 

!：■： ぉ繼錫虐馨 IF ’*:;. 貴 讀謂 f f 

:.售ストレーナの止めねじを固く締め巧けてくだ杏い。 

:;ミ•油おれがないか確認，しでくださ[/ん， 


mm 





8 •曰常の点横-手入れ 


■巧流巧を風機のフイルタの掃除 （週に 1 回な上） 

参フイルタびごみやほこりで目ブまりすると、送風力び弱くなり排気温度上昇やストーブの表 
面温度が'上昇する原因になります。〔過熱防止装置（過熱防止サーモスタツト (9 日で）.サーモ 
スタツトり日5で））または機巧サ ーS スタの働きで運輯力《停止する場含力すあります。〕 

運輯を停止しでから、巧の要領さスI-ーブ裏面のフィルタの掃徐を巧ってください。 


1 . 左図の矢ののよラにフィルタを上に引き出し、ストー 
フ'' 裏面から取 りはすしでください。 

2. フィルタに付着したほこりを掃陈機で吸い取ってくだ 
さい。 

3. 掃除が'終ねりましたら、ちとどおりに取り付けでくだ 
さい。 




• [ A ミ主意 I フィルタをはずしたまま運おしないでください。 

巧流巧送風機のフィルタをはずした状態で運輯しますと、カーテンなどを巻きこんで义災に 
なるおそれびあります。また手などをふれるとけびをするおそれびあります。 

■地震などの災害び'発をしたとぎの点おについで 

•地震などの災害び発ちし、ストーブに振動や衝馨び加わったときは、運転前に必ず;欠の点検 
を巧っでください。 

•給排気筒まわりのはすれ、漏れの確認 
• な巧配管からの漏れ確認 

点検で異常びみつかった場合は、お買い求めの販売店に修理を依頼しでください。 


9.定期点検 


長期間ご使用じなりますと、スI-ーフ'の点検が'必要です。 

2シーズンに1◎程度、シーズン終3後などに点検を実施しでください。点検のごホ目談は、お 
買いあげ店または修理資格著〔(財)日本石絶燃焼機器保守協舍 (TEL03-3499-2928) でお 
こなラ按術管理講習舍修3害（石ミを機器按術管理±)など〕のいる店までお問い含わせください。 






10 •が障•異常の見分け方と処置方法 


現 

象 

説 明 

巧めで使巧するとぎ 
る。 

、煙やにおいびで 

耐熱謹料やほこりか‘焼けるためです。 

しばらく窓をあけで換気をしでください。 

すぐに点义しない。 


予熱点乂ちなのため予熱時間か’2分程度必雲です。 

(予熱時間は室温により多か変化します。） 

燃焼開始時や消义後 
いラ音びする。 

に f ピチピチ J と 

本体内部び熱により膨張、収縮するためです。 

点义時にボンと音か 

する。 

点乂するときに発生する着火音で、異常ではありません。 



■ 








HHH 


■■■■ 


■■■■■■ 




irH 诵碰誦，田 ■ 


■m 


排気管び長ずきる 


E9 


異サ 


E4 


E2 


E5 


E8 


点乂時•消乂時 


過熱防止装置 
一作動 , 


(点义しな 3) 


、排気管抜けお 
班巧動 


(透中消乂) 




( 巧震作動) 


















10 •が障•異常の見分け方と処置方法 


お客様ごホ目談窓□(こご連絡ください。 ※設定室温表示に自己診斷モニタカす表示されます。 


青炎の中に黄色い炎啸乂)び混じる 


巧巧きれの際、一瞬炎が大きくなつで消义する。異常ではありません。_ 

停電したとさの再通電直後（医司また 停電によりストーブの温度力 《 一時的に上昇するためで、 

は臣哥表示）点火操作をすると、医国 異常ではありません。4〜5分ち却した後に、点乂操作 

表示び出ることびある。 しでください。 




IE 


■HHHHBHaHI 

■■□■■III 

■■■■■■■■I 
I 田 ■■■■■I 


P 3 ぺージの么を意「電源の接続 J のの容を点検する 


おおつでいるちのを取り除く 


再度点火操作をする 


設定室温、時刻などを它ットし再度点火操たをずる 


すすを取り除く （販売店に修理を依頼する 


給排気筒接続部のはすれを直す 
ゆるみを直す 


ちれ力巧を締め直す（販売店に修理を依頼する) 


給が気筒を掃除する 


適正な位置に取りすけ直す 


給排気筒の取りなけを適正にする 


障害物を取り除く 


フアンフイルタのほこりをブラシなどで掃除する 


薑華通りに設置する 


送巧バルブをしめでストレーナをはずし、掃陈する。’庙タンクの水を巧く 


□ r ム製送油管を振る。山おになつでいる巧は平に直す 


送油バルブを開く 


P 20 r 地震などの災害が発生したときの点検についで J の 
点横項目を確認し、運転スイッチを巧し直し再点义する 


コン它ントにお実に差しこむ 


給排気筒の先端から連続的に白煙が出る。 


異常ではありません。_ 

が気温び低くなると、排気ガス中に含まれでいるか分び凝結 
しでか蒸気になるためで、異常燃焼による白煙ではありません。 


室温びおいのに火が 
大を<ならない 


燃焼時.その他 


黒煙を出しで燃える 


炎が大きくならな S 


電源び入らない 


媛発のな燃焼をする 


ながのにおいびする 


音をたでで燃そる 


乃ラス讶簡がすすげ 

る 


^ ( ポット溫度お下) 








































11 •部品交換のしかた 


■部品交換のとぎの注意 

|么注氧 不完をな修理、調整は危険でずので、部品の交換、調整び必要の巧含 
には、お買いずめの販売店または、修理資格着〔(が)曰本5油燃焼機器保す痛 
含でおこなラ技術管理講習含修了畜 （5 油機器按術管理±)など）のいる販売 
店にご相談ください。 

部品交換は コロ J 純正部 とご指定くたさい。 

^ .... - V . .... W、.. •、〜..■. -. . ... .W. ぃ ，.—. - ..*■ 

;，部品ご入巧の際には、コ□ホ製品敢蔽販売店で必す3ロホ純正部品とご指定く婷兹い。 1 

i;' 純正部攝獄外の部品をご使胤こなりますと、性能び十がこ発揮されないばかりが、スIブ J 
を損傷したり琴わぬ事故の咳因じなります。 — ， -一.、:…' .'. 

消耗•劣化しやすい部品（交換が必要な部品） 

/ ■長時間の使巧により消耗•劣化しやすい部品 [ ■変質•不純なミをの使用により努化しやすい部品 

♦バーナヘッド ♦電極（点义プラグ） 

参バーナヘッドリンブ ♦フ レー ム□ッド •フ レー ム□ッド ♦気化筒 参電磁ポンプ 

参スクルトン , 


12.保管（長期間使巧しない場含) 


おしまいになるときは、日常の点検•手入れの項を参照し、次の要領で保管し 
で < ださい。 

1•電源プラグをコンたントから叛いでください。 

• [A ミま意 1 長期間使用しないときは、電源プラグを抜いでください。 

2 •油タンクのちな八ルブを巧じでください。 

3•フイルタの掃なをしてください。 り〇ぺ-ジ参照） 

4•定油面器ののな油をずべで巧き取つでください。 09ページ参照） 

5 •本体のごみやほこりを巧つでください。 

__ •掃除機などでごみやほこりを取り除いでください。_ 

6•本がをしめらせた巧でちれを落としでから、か らぶきしでください。 

7•ストーブはお无なけたまま保管しでください。 

♦温風吹出□や背面のフイルタにほこりなどびたまらないよラカバーなどをかけでください。 
♦どラしでち取りはずしで保管されるときは、ポリ袋をかぶせ、乾燥した場所に横倒しにしな 
いよラおしまいください。 

•巧シーズンに据え巧けるとさには、必すお買い求めの販売店に依頼しでください。_ 

• '取扱説瞄畫あホ城に读營レで《だ葛がか^':'、三.'':.:'..,:;二^;:.'^;^...^'^.;^^^^^^ 'こ 











13 .仕様 






I^HBHHIDI 


霉源雷圧及な轉波数 




韋顯 


絵排気筒の型 i 或た*踏が 


給緋気筒の呼び径 


給排氮筒の堅實通部0孔泻. 


; 気 逾 


FF-GX68KG ;( 薑本型或 FF-GX68K6) 

, > も.- . . 


気化す-屋内巧-強制給排気お-強制が流お 


電気点义す 


なミ由 （ J に1号な;'由） 


0.766 L/h 


28,370 kJ/h 


86.0 % 


6.78 kW 


ル 


0.200 L/h 


7,410 kJ/h 


87.5 % 


.80 kW 


麗鷄 

— 


木 造 29.5 が （18 置）まで 

コンクリート 39.5 がに4畳）まで 


木 造 29.5 が （18 置）まで 

コンクリート46.0が （28 置）まで 


高さ600 mm 幅が6 mm 奥なの8 mm (置台を含む) 


26 kg 


100V 50/60HZ 


最大消費電力（点义時） 860/860W 
燃焼時消費電力 31/33W 


QU40- 1 


D40 

075(1)11) 


260でが下 


5A • 1 5A 


巧震有動消乂装置-点义まを装置-燃焼制御装置-停電安を装置-過熱防止装置 


過電流防止装置-排気管抜け模知装置 
燃焼巧送風機異篱検出装置-巧流巧送風機異常検出装置 


給排気筒トップ1個-スリーブ1個-遮熱す反1個-ふたカバー1個 
本体固定を具2個- 3ム製送油管締付バンド2個 


備考）標準適室は、な固法人-曰本ガス石ミ由機器工業含の暮定薑準によります。 


































































































保証について 


As* .み.,みみ • ve 、y .k ;« .で；;； ■■■ •• 


^ ザ : ' Y . JTE '; 气聲 歌が.み.头ホ琴.おがを..お...おかX萬- 


を:巧..*.考み .€».. v ♦..なを：X み.. &..: ..A み，...ごみ . X .み.. f. : 


圓讚謹質應賴麵讚醒麵^麵賴議議纏 II 刪 I 講握證讓讀顯圓麵護顯議！ 

画纖猶猶 Kiii 議！麵謙髮纖顚言觀 ^*1 鑛議纏!麵薦鎮 111 養麵謂 
辫5擊舊譲麵遞咨謡餐鑛薩薩 i 麵 11* 籍装靈額お a 讓麵 fiHii ! 麵稱謂涯:機 3 i ! 
h ; 賴累証期間は、'お買い上げ曰かをぶを簡:嫌イボ)でが、'が然焼部をは另年間ブ’三;::：,;'-‘ - 

S 遍紋め;ような原因じよる奴障及び、^‘事敏にうぎまじぞ跟!擦®巧対象になりません®巧主意:じでく'^1 

fH ! 體舊質£兰剰輪誇悚饒 W 義 3^ iW 篇喊ミ;::置占;:;^別 H 2 HH ミ.！. 

•鑛ぇお苗や不純巧油'など r ; またが瓣蝶頓鄉學俸话による故障や事故し,:;:! 

| S 顆護苗》蘭鑛褒藥養舞胃胃 ISSHHHeEHKiH 用刪;揖請!?.票; HH 5 H . 田 H 責辟壽 


マイミ 







14 •アフターサービス 


■修理を依頼されるときについて 

• r 故障•異常の見分けちと処置ちま」に1‘22ぺージ）にしたびってお調べください。直らないと； 
ぎは、ご使箱を中止し、必す電源プラグをおいでから、お買い上げの販売店にご連絡ください。: 
•ご連絡いただきたい巧客は次の通りです。 

①おち③型式の呼び⑤お買い上げ日④故障の状巧(出来るだけ具体的に） 

•修理に際しましでは、保証書をご提示ください。保証書の規定にした力ぶっで、販売店び修理させ； 
でいただぎます。 

垂保証期間び過ぎでいるときは、修理すれば使巧できる場合には、ご萬望により有料で修理させで 
いただぎます。 ’ 

参ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い上げの販売店または、この取扱説明書の裏表紙に記 
載されでいる f お客様ごホ目談窓 OJ にお問い合わせください。 

•修理料をは、按術料-部品げ*出張料などで構成されでいます。 


■補修用性能部品についで 

参当なは、この製品の補修用性能部品を製造好ちのり後、7年保有しでいます。 

垂補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 

■故障-修理の隙の連絡先 

•お買い上げの販売店または、この取扱説明書の裏表紙に記載されでいる「お客様ご相談窓 OJ に 
ご連絡 < ださい。 


15.据え巧け•移設 

F 据无巧け-移設工事は販売店に依頼する 


据え付けや移設工事は販売店または据え巧け業者に依頼し、お客様ご白身では巧わないでください。 


据え巧け場所の選定及び標準おえ巧け例 


据え付けについでは、乂災を防条例、電気設備に関する按術暮準などま韦の薑華が'あります。 

工事説明書(工事編)の r 特にを意しでいただをたいこと(安をのために必すお守りください)」をお読 
みになり、販売店又は据え巧け業者とよくご相談しでください。 

また、[標華据え巧け例 J についでは、下図を参照しでください。 


標準おそ巧け例 


ストーブの据え付けは下図を満足させる位置に取り巧けでくださし、。 



_お寸を11饥な上 

































:;♦爭レビやラジオから1か]^上離しでく‘ださい。;‘‘‘‘’ ‘ V ’； 

嚷為検ま灭れめためスドーブ左をの離隔距離は、‘ 20 如]^ ± にしでくだき技‘’‘： 
-藝熱に弱い力^ぺットや床の上で長時間使思すると、’変色.レたり、そり返るごとがありまず。 
、、.スト tr ブ前面: F 側に側霊の爐熱板を敢がけでくださし、。‘...、. ..一 
(局栖る T 珪憲ぢらし」を参照しでくださし、。）、 f - 二；.'，—、;；..: n :: 


参側ち障害物は、両側にあつでちよいが給排気筒と障害物、可燃物との距離は 45 cm 换上とつで 
ください。 

•前ちにおや建物が'ある場合は給排気筒先端と前ち障害物との距離は60 cm が上離し、力、つ上ち 
および両側ちに気流を阻止する障害物びないよラにしでください。 

•給排気筒下面は地面から 20 cmJ ^ 上離すよラにしでください。なお積雪地域では、給排気筒先 
端び雪でふさびれるおそれのない高さを確保しでください。 


•末造の建物で壁にメタルラス張りへ-ウイヤラス張り、.またはを属板張りをレである場所に' 

:。■'給排気筒を通ずときは V それらの金属部に接しないよラに電気的絶縁をじて、く，ださい。‘心 
•壁に巧をあける場合、壁の巧部にある電気配線•ガス’:水道の配管にあたらなか場所を寧 


〔マントルピースなどに設置する場をのストーブ周囲寸法〕 



給排気筒を延長する場さの注意 


I 給排気筒を延長する場含は、3 m 3巧が'りな下で取り付けられる場所を選定しでください。 


積雪地区における'ま意 


参積雪の多い地ちでは、積雪時に給排気筒び雪でふさがれないような取付場所を選定しでくださし、。 
また、風びよどむような場所では、排ガスを再度吸い込んで不完全燃焼を起こすことびあります。 


おえ巧け後のお認 


据えはけ力ぶ終わりましたら、をラー度、工事説明書(工事編)の「特に注意しでいただ含たいこと 
(ま全のために必すお守りください)」をお読みになり、工事説明書(工事編）に記載されでいる 
とおり据えなけられでいるかどラかを確認しでください。 

: / 








15 •据を化け•移設 



1. 前面ガードを取りはすします。 

図の①部を持ち上げで□ッド下側を抜 
き、次に⑤部を下げで□ッド上側をお 
くと、⑤前面ガードび手前(こ回輯しで 
はずれます。 

2. 避熱板を取り付けまず。 

取りがける□ッドの位置（下から5本 
目と7本目）と中/むを確認し、□ッドを 
かし巧しなびら遮熱板をはめ込みます。 
尿ラろラ加工を痛めますので、□ッド 
の押し過ぎにミ主意しでください。 

3. 前面ガードを取り付けます。 

はずした時とは逆の手順で、□ッド上 
側から差込み、持ち上げで下側を差込 
かます。 


参位置を間違えまずと、遮熱の効果び得られません。正しく取り付けでくださし、。 


試運捉 


試運 g は販売店または据え付け業客とごいつしょじ必すおこなつでください。 

■運乾準備 

参主意 I 里おプラグをコンたントに根巧まで巧実に差しこんでください。 

•莊タンクに給ミ巧し、送油経路の空気抜きをしでください。 

参送油経路やス I -ーブより油をれびないか確認しでください。 

♦ちを装置をじットしでください。 （9 ページの安全装置のじツトを参照しでください。) 
•タイマー選範になつでいませんか。 


■遮熱おの取巧け方法 


•⑤下げでおく 


遊熱板の取がちを 


♦歷熱板はス I -ーブ前面の床面の温度上昇を荫ぐちのです。 

熱に弱い力一ぺットや床の上で長時間使用すると、変色したりそり返ることびあります。 
巧面の温度上昇が気になる場含、下図のよラに遮熱板を前面ガードに取り付けでください。 



a 


S ゾに入つ 
ていること 
を確認する 



下から7本目 


下から曰本目 





















































































15 •据えがけ•移設 


■消义のま順 


• r 点乂します J び点なします。 

• I ご注意 I 巧めてお使いになるときは、耐熱窒料などび 
焼けで I 煙と男いび出ます。，苗をあけで部屋の換気をしで 
<ださい。 

参約2分後、点乂表示が'消なし、燃焼表示び点なします。 

参異常びなければ、火力調節つまみを「微か j 〜「大 J に設定 
しでください。 

参炎の状態は、青い炎の中にいくら力、の黄色い炎（ホ乂） 
びまじつでち異常ではありません。 


運輯スイツチを巧して r 切 J にする 



参燃焼表示が消なし、「消乂します J び点なします。 

♦消乂後は本体内部が'ち却するまで送風を継続し、約10分 
後に巧流用送風機び停止すると同時に表示部かすべで消 
なします。（省電カモードの場台） 


♦击常運転レな ( yV 場含域ゴ苗急2《ージ'おが章；異常の見巧けちと処置ち翻;を参照杞运 

:ぶおさん、。;::.': ..由'。 ：：：.：：■ ..三..古;..;:.;.; U ; み i 

•長期間の保管後、'再び設置ずる烏含も「試運乾 J のま順にしだがい、,試違転をおこなって' 

::《だぞい。 —' :: '.'z lit * ：1:!' I ;。'::: 与 


圓運活 

運乾スイツチを巧しで r 入 J にす る 
























































01107002 本巧•工場 S 条巿素新お 7-7 干 955-8510 TEL( 02 已 6 ) 32 - 21 11 ( 大巧表 ) 

巧崎エ揚柏崎巧ま町 2-58 干 945-0817 TEL( 0257 に 3 — 51 75 ( 巧表） 

長岡工場長岡巿下をの着ノ巧1069干 940-1 146 TEL( 0258に2 - 2121 ( 巧表） 


な巧舍な 30 • 


•蓮ザ.带ホ 
.k. 藻.森ホ 


修理サービスや製品についでのご相談は機種ちをご確認の上、 
お買いあげの販売店または下記のご相談窓□にご依頼ください。 

ご輯居やご贈営品などでお困りの場合は、下記のお近くの窓□にご相談く 
ださい。 

各称、所在地、電話番号は、変更する場合がありますのでご了承くださし、。 


参アフターサービスのお問いをわせは下記へどうぞ 

コロナサービスセンターー……__一 U 


g ； ろ 01 呂 0 - 919 - 30 呂 

^ (値理受巧専用ダイヤル） 

FAX 01 20-919-322 


携帯電話 ‘ PHS 等か引ホ 
最畜のサービスセンター 
へ直接おかけく ださい。 


化お道-青森県*巧田県-岩手県のお客樣は最きのサービス 
センターへ直接おかけください。 
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